
4. D-1 破砕帯に関する調査結果 

4.1 2 号炉原子炉建屋付近の調査 

2 号炉原子炉建屋直下に連続する D-1 破砕帯の性状を直接確認するために，2 号炉原子炉

建屋南方斜面で剥取調査及び 2 号炉原子炉建屋北方でボーリング調査（D1－2 孔，D1－3

孔，D1－4 孔，D1－5 孔）を実施した。【資料 4.1－1】

2 号炉原子炉建屋南方斜面での剥取調査では，D-1 破砕帯は NNE－SSW 方向で，西傾斜

を示し，カタクレーサイト及び断層ガウジからなる【資料 4.1－2】。断層ガウジは暗褐色の

色調を呈する縞状構造が認められ，面構造が発達し，比較的明瞭である。断層ガウジ内の

構成粒子はよく円磨されている。

最新活動面について複数の条線方向を統計的に確認した結果，縦ずれ成分が卓越する【資

料 4.1－3】。条線の面構造から推定される変位センスは，正断層成分が卓越している【資料

4.1－4~6】。最新活動面の薄片試料観察による変位センスは，正断層センスである【資料 4.1

－7】。

2 号炉原子炉建屋北方で実施したボーリング調査では，各孔の D-1 破砕帯は，カタクレー

サイト及び断層ガウジからなり，N－S～NNW－SSE 方向の高角度西傾斜の特徴を有する。

断層ガウジは，灰黄色，灰白色，灰褐色等の色調を呈する縞状構造が認められ，構成粒子

がよく円磨され面構造が発達している。最新活動面の薄片試料観察による変位センスは，

正断層センスが推定される。【資料 4.1－8~10】
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H25.4.24以降得られたデータを反映
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2号機原子炉建屋南方斜面剥取調査（D-1破砕帯） スケッチ及び写真

4.1－2

・岩相境界に位置する破砕帯をD-1破砕帯と判断した。
・D-1破砕帯はNNE-SSW方向，西傾斜を示し，カタクレーサイト及び断層ガウジからなる。

j ：節理

ｆ ：せん断面

H25.4.24以降得られたデータを反映
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2号機原子炉建屋南方斜面剥取調査（D-1破砕帯） 条線の統計的整理

・D-1破砕帯最新活動面における条線については，N30°～40°Wを示す縦ずれ成分が卓越。
・高～中角度を示すプランジが多い。

4.1－3

H25.4.24以降得られたデータ
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2号機原子炉建屋南方斜面剥取調査（D-1破砕帯） 露頭観察

最新活動面は，露頭全体において，全体を切っていて最も軟質な面の中で最も直線的な面としている。

E← →W

D-1破砕帯

法面剥取部写真(全景)

最新活動面

1m

5cm

・ 褐色及び黒褐色の断層ガウジが直線的に露頭全体を切っている。

・ 褐色を呈する薄く軟質な断層ガウジが直線的に周囲の断層ガウジを切っている。

4.1－4
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H25.4.24評価会合資料を一部修正
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西 東

上

主断層面

10 mm

主断層面（最新面）に沿って約2mmの幅の断層ガウジが観察される。

2号機原子炉建屋南方斜面剥取調査（D-1破砕帯） ブロックサンプル及びCT画像解析

50 mm

主断層面

主断層面（最新面）沿いに断層ガウジが狭長な分布を示す。

4.1－5

00

H25.4.24評価会合資料を一部修正
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2号機原子炉建屋南方斜面剥取調査（D-1破砕帯） 条線観察

4.1－6西側から下盤上の主断層面を見る。高角度の条線が観察される。

H25.4.24評価会合資料を一部修正
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2号機原子炉建屋南方斜面剥取調査（D-1破砕帯） 薄片試料観察（条線方向）

4.1－7

H25.4.24以降得られたデータ
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2号機原子炉建屋北方ボーリング調査（D-1破砕帯） 薄片試料観察（D1-5孔、深度47.47m、条線方向）

4.1－8

H25.4.24以降得られたデータ
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2号機原子炉建屋北方ボーリング調査（D-1破砕帯） 薄片試料観察（ D1-2孔、深度12.86m、条線方向）

4.1－9

H25.4.24以降得られたデータ
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2号機原子炉建屋北方ボーリング調査（D-1破砕帯） 薄片試料観察（D1-4孔、深度10.93m、条線方向）

4.1－10

H25.4.24以降得られたデータ
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